
3㎜

観察面写真 観察面拡大写真 詳細観察写真

条線観察結果 ボーリングH-5.5-1孔[深度20.90m]（下盤側）①

30㎜

拡大写真範囲

詳細観察範囲

レイク（°）

走向N51°W

掘進方向
（45°傾斜）

観察面

傾斜62°SW

概念図
※走向は真北で示す。

2㎜

条線方向

78°

R1面

亀裂

亀裂

亀裂

条線方向及びリーデルせん断から，
逆断層センスを示す。

・条線のレイクは78°R，変位センスは右横ずれ逆断層センス

第788回審査会合 机上配布資料1 
P.2.5-1-149 再掲

5.2-12-68



3㎜10㎜

観察面写真 観察面拡大写真 詳細観察写真

条線観察結果 ボーリングH-5.5-1孔[深度20.90m]（下盤側）②

30㎜

拡大写真範囲

詳細観察範囲

条線方向

53°

・条線のレイクは53°R，変位センスは不明

レイク（°）

走向N51°W

掘進方向
（45°傾斜）

観察面

傾斜62°SW

概念図
※走向は真北で示す。

第788回審査会合 机上配布資料1 
P.2.5-1-150 再掲

5.2-12-69



10㎜ 2㎜

観察面写真 観察面拡大写真 詳細観察写真

詳細観察範囲

条線観察結果 ボーリングH-5.7孔[深度13.20m]（上盤側）①

・条線のレイクは20°R（下盤側換算）， 45°R（下盤側換算），それぞれ変位センスは不明

掘進
方向

レイク（°）

概念図

傾斜65°SW

観察面

走向N56°W

※走向は真北で示す。

30㎜

拡大写真範囲

条線方向①

160°

条線方向③

135°

第788回審査会合 机上配布資料1 
P.2.5-1-153 再掲

5.2-12-70



10㎜ 3㎜

観察面写真 観察面拡大写真 詳細観察写真

詳細観察範囲

条線観察結果 ボーリングH-5.7孔[深度13.20m]（上盤側）②

掘進
方向

概念図
※走向は真北で示す。

・条線のレイクは160°R（下盤側換算），変位センスは不明

条線方向②

20°

30㎜

拡大写真範囲

レイク（°）

傾斜65°SW

観察面

走向N56°W

第788回審査会合 机上配布資料1 
P.2.5-1-154 再掲

5.2-12-71



下盤側の礫の
引きずりによる窪み

10㎜ 2㎜

観察面写真 観察面拡大写真 詳細観察写真

詳細観察範囲

条線観察結果 ボーリングH-5.7孔[深度13.20m]（上盤側）③

30㎜

拡大写真範囲

掘進
方向

概念図
※走向は真北で示す。

下盤側の礫の引きずり
による窪みから、逆断
層センスを示す。

下盤側の礫

条線方向③

135°

レイク（°）

傾斜65°SW

観察面

走向N56°W

・条線のレイクは45°R （下盤側換算） ，変位センスは右横ずれ逆断層センス

第788回審査会合 机上配布資料1 
P.2.5-1-155 再掲

5.2-12-72



3㎜

観察面写真 観察面拡大写真 詳細観察写真

条線観察結果 ボーリングH-5.7孔[深度13.20m]（上盤側）④

30㎜

拡大写真範囲

詳細観察範囲

掘進
方向

概念図
※走向は真北で示す。

条線方向及びリーデルせん断から，
逆断層センスを示す。

亀裂

亀裂

亀裂

2㎜

条線方向③

135°

レイク（°）

傾斜65°SW

観察面

走向N56°W

・条線のレイクは45°R （下盤側換算） ，変位センスは右横ずれ逆断層センス

第788回審査会合 机上配布資料1 
P.2.5-1-156 再掲

5.2-12-73



(2)-6 S-8の条線観察結果

5.2-12-74



S-8の条線観察結果

位置図

拡大平面図

標準断面図

斜数字は枝番

1234

F-6.9

断面位置

F-6.9

1
2

3
4

斜数字は枝番
拡大範囲

F-6.9

表土はぎ

斜めボーリング孔

岩盤調査坑

鉛直ボーリング孔

トレンチ

S-8（EL-4.7m)

試料名
走向/傾斜

（走向は真北）
条線のレイク※1 変位センス

ボーリングF-6.9-1孔
[深度14.65m]

上盤側 N3°W/51°SW 74°R （不明）

※1 上盤側で確認したレイクは下盤側に換算して示す。

赤字：条線観察箇所

5.2-12-75

←SW NE→



10㎜ 3㎜

観察面写真 観察面拡大写真 詳細観察写真

詳細観察範囲

30㎜

拡大写真範囲

・条線のレイクは74°R（下盤側換算），変位センスは不明

条線観察結果 ボーリングF-6.9-1孔[深度14.65m]（上盤側）

条線方向

106°

掘進方向
（60°傾斜）

レイク（°）

概念図

傾斜51°SW

観察面

走向N3°W

※走向は真北で示す。

第788回審査会合 机上配布資料1 
P.2.5-1-162 再掲

5.2-12-76



(2)-7 K-2の条線観察結果

5.2-12-77



K-2の条線観察結果

試料名
走向/傾斜

（走向は真北）
条線の
レイク

変位センス

ボーリングH-1.1-87孔
[深度84.30m]

下盤側 N20°E/81°SE 117°R （不明）

Ｈ- -3.0-45
Ｈ- -3.0-50
Ｈ- -3.0-55
Ｈ- -3.0-60
Ｈ- -3.0-65
Ｈ- -3.0-75
Ｈ- -3.0

県
道

防潮堤
基礎部

①

①’

位置図

①-①’断面図

K-2以外の断層（EL 0m）
（破線はさらに延長する可能性のある箇所）

（K-18，K-19については地表付近まで連続しない
ため記載していない）

K-2（EL 0m）
（破線はさらに延長する可能性のある箇所）

鉛直ボーリング孔

斜めボーリング孔

基礎掘削面

5.2-12-78

赤字：条線観察箇所

K-2



観察面写真 観察面拡大写真 詳細観察写真

10 ㎜
30 ㎜

3 ㎜

条線観察結果 ボーリングH-1.1-87孔[深度84.30m]（下盤側）

拡大写真範囲
条線方向

117°

・条線のレイクは117°R （下盤側換算） ，変位センスは不明

詳細観察範囲

概念図
※走向は真北で示す。

レイク（°）

走向N20°E

掘進方向
（87°傾斜）

観察面

傾斜81°SE

第849回審査会合 机上配布資料1 
P.2.5-1-235 再掲

5.2-12-79



(2)-8 K-14の条線観察結果

5.2-12-80



K-14の条線観察結果

試料名
走向/傾斜

（走向は真北）
条線の
レイク

変位センス

ボーリングH- -0.3-80孔
[深度31.57m]

下盤側 N5°E/68°NW
107°R （不明）

87°R （不明）

Ｈ- -3.0-45
Ｈ- -3.0-50
Ｈ- -3.0-55
Ｈ- -3.0-60
Ｈ- -3.0-65
Ｈ- -3.0-75
Ｈ- -3.0

県
道

防潮堤
基礎部

K-14

①

①’

位置図

①-①’断面図

K-14以外の断層（EL 0m）
（破線はさらに延長する可能性のある箇所）

（K-18，K-19については地表付近まで連続しない
ため記載していない）

K-14（EL 0m）
（破線はさらに延長する可能性のある箇所）

鉛直ボーリング孔

斜めボーリング孔

基礎掘削面

5.2-12-81

赤字：条線観察箇所



観察面写真 観察面拡大写真 詳細観察写真

10 ㎜30 ㎜

概念図
※走向は真北で示す。

3 ㎜

条線観察結果 ボーリングH- -0.3-80孔[深度31.57ｍ]（下盤側）

条線方向①

107°

・条線①のレイクは107°R ，変位センスは不明
・条線②のレイクは87°R ，変位センスは不明

拡大写真範囲

詳細観察範囲

条線方向②

87°

レイク（°）

走向N 5°E

掘進方向
（80°傾斜）

観察面

傾斜68°NW

第849回審査会合 机上配布資料1 
P.2.5-1-260 再掲

5.2-12-82



(2)-9 K-18の条線観察結果

5.2-12-83



K-18の条線観察結果

試料名
走向/傾斜

（走向は真北）
条線の
レイク

変位センス

ボーリングH-0.2-75孔
[深度116.75m]

下盤側 N2°E/81°SE
34°R （不明）

64°R （不明）

位置図

①-①’断面図

①

①’

断層（EL 0m）
（破線はさらに延長する可能性のある箇所）

（K-18については地表付近まで連続しないため記載し
ていない）

鉛直ボーリング孔

斜めボーリング孔

基礎掘削面

赤字：条線観察箇所

5.2-12-84



観察面拡大写真

10 ㎜

観察面写真

30 ㎜

詳細観察写真

3 ㎜

拡大写真範囲
詳細観察範囲

条線方向①

34°

概念図
※走向は真北で示す。

レイク（°）

走向N2°E
掘進方向

（75°傾斜）

観察面

傾斜81°SE

条線方向②

64°

条線観察結果 ボーリングH-0.2-75孔[深度116.75m]（下盤側）

・条線①のレイクは34°R，変位センスは不明
・条線②のレイクは64°R，変位センスは不明 5.2-12-85



5.2-12-86

(3) コア写真



コア写真 －H-6.5-2孔（S-1）－

■S-1想定深度付近（深度65～80m）のコア写真を以下に示す。

←S-1想定深度
（75m付近）

70

71

72

73

71

72

73

74

←S-1確認深度
（70.70m）

74 75

75 76

76 77

70

69

69

68

H-6.5-2孔（掘進長100.00m，傾斜59°）

5.2-12-87

深度（m）深度（m）

77 78

78 79

79 80

67 68

67

66

66

65

第875回審査会合 机上配布資料1
P.5.2-11-45 再掲



コア写真 －H-6.6-1孔（S-1）－

■S-1想定深度付近（深度52～61m）のコア写真を以下に示す。

←S-1想定深度（57m付近）

54

55

56

57

55

56

57

58 ←S-1確認深度（57.25m）

58 59

59 60

60 61

54

53

53

52

H-6.6-1孔（掘進長100.00m，傾斜59°）

5.2-12-88

深度（m）深度（m）

第875回審査会合 机上配布資料1
P.5.2-11-46 再掲
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